
[本日の例会]  会長の日・雑誌の日
[次回予定] 2/14（火） 卓話

■卓話　高崎経済大学  理事長  髙木 賢 様

・・・例会報告／１月３１日（火）・・・

例会場・事務所 / 高崎ビューホテル　高崎市柳川町70
                TEL 027-310-7722  FAX 027-310-7733
                E-mail : takasaki-cent@rid2840.jp
例 会 / 毎週火曜日　18時30分

■出席報告
　(１月31日)

54.29％

会 員 総 数 36名
出席計算会員数 35名
当 日 出 席 者 19名
会 場 出 席 率

高木理事長と会員

■ニコニコＢＯＸ(１月31日)

髙木さま、今日は宜しくお願い致します水上　勝之 君

髙木理事長様、本日は宜しくお願いします石橋　克美 君

昨日まで丸２日寝込んでいたので、今日、明日と
家内と鎌倉へ行くのがキャンセルとなり、
無事例会出席となりました

橋爪　良真 君

すみません。早く帰ります吉村　修二 君

早退します大嶋　秀男 君

申し訳ございません。早退します浜辺　宣昭 君
＜ご来訪者＞
高崎経済大学  理事長 
髙木 賢 様

卓話　髙木賢  様

食事メニュー

○富岡製糸場は世界遺産になったが、　　　　　　　　現
実の蚕糸業は??　　　　　　　　　　　　　　　　　
この30年で約300分の1に規模縮小　　　　　　　　
今も縮小が続く。

○絹のマーケットの縮小　　　　　　　　　　　　　　
戦前は、アメリカへの生糸輸出　　　　　　　　　　　
戦後は、高度経済成長期のきもの　　　　　　　　　　
　　　これが昭和49年の狂乱物価後、急速に需要減退
　　　①価格②手入れの手間③生活様式の洋風化　　
今は、純国産という希少価値とアイデアを生かした高級品
以外に売れない。

○内外価格差の拡大　　　　　　　　　　　　　　　　
高度経済成長で、賃金上昇。もともと単純な工程だから人
件費比率が高い。　　　　　　　　　　　　　　　　
中国は賃金低い。歴史があるうえ、品質を向上させた。　
自動繰糸機以後さしたる技術革新なし。各国とも。　　　
生糸・織物では純然たる価格勝負になっている。　　　
為替レートの変動、特に昭和60年のプラザ合意以後、急
速に円高が進む。

○採算の悪化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
国外製品の価格レベルに合わせなければ売れない。その
価格レベルでは、採算が取れない。製糸工場の廃業、養
蚕部門からの撤退。

○諸対策を講ずるも、内外価格差が大きくて、対策に限界　
国費で所得補てんするとしても、限界がある。

「日本の蚕糸業はなぜ衰退したか」

会長 / 水上　勝之　　幹事 / 石橋　克美　　クラブ会報委員長 / 吉村　修二

2016～2017年度　国際ロータリーのテーマ
国際ロータリー会長 ： ジョン F. ジャーム

国際ロータリー第2840地区
週　  報

2016～2017年度
クラブテーマ「明るく 楽しく 元気よく」 - か･かた･かたち の和･輪･環 -

2016-2017･第18号
～ROTARY SERVING HUMANITY～

「人類に奉仕するロータリー」2017.2.7

平和と紛争予防／
紛争解決月間


